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（１）自然再生普及活動の進め方
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（2）平成29年度エコモー・プロジェクトの
ふりかえり



サロベツ・エコモー・プロジェクト 今年度の登録数

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

活動登録数 9 19 16 22 18 30 30 32 32 30

活動団体数 9 11 18 18 19 28 30 32 33 31
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サロベツ・エコモー・プロジェクト 今年度の主な活動

豊富中学校出前講座

秋晴れに詠んでみよう

サロベツ人気UP作戦！！春の自然観察会2017

サロベツ湿原ペンケ沼清掃

ゴミのポイ捨て啓発活動

第4回サロベツ・オロロン・シーニックラン

高校生と料理をしよう



マタニティウォーク

とよとみフットパス～外遊びを楽しみつくそう～

秋晴れに詠んでみよう

• 新規で3件の登録があった。

・ 各活動の内容が充実してきた。

・ 団体同士のつながりができていた。

・ 前年度の新規活動3件中、2件が継続して

今年度も登録された。

成 果



（３）年間活動方針からみた振り返り

エコモー☆メンバーの交流を深め、

エコモー・プロジェクトの環を広げる！

平成29年度の目標



＜具体的方針＞

方針1.エコモーPR活動を推進する

①PRグッズを充実させる！

②イベント等のPRの場、機会を活用する！

③各種広報の機会やツールを活用する！



成 果
• プロジェクトを紹介するスライドの

データをサポーターが活用できるよ

う共有した。

• ホームページやＳＮＳで、エコモー交

流会にてプロジェクトを紹介した。

① PRグッズを活用する！

今後に向けて
• プロジェクト紹介スライドをポス

ターのように印刷して、湿原セン

ターに掲示する。

• 本や紙芝居のように誰でも分かり

やすくした方が良い。



② イベント等のPRの場、機会を活用する！

• 活動の手引きやロゴを年度当初に

メンバーに配布した。

• 稚内・豊富・幌延の計6か所でプロ

ジェクトの巡回展示を開催した。

• 展示が効果的になるように場所を

絞り、分かりやすいツールなどで開

催効果を高めた方が良い。

ロゴマークと活動の手引き

成 果

今後に向けて

湿原センターでの企画展



③ 各種広報ツールを活用する！

• ホームページ、フェイスブックページ

を順次更新した。

• 新聞各紙でエコモーDayやエコモー

紹介展示のことを掲載してもらえ

た。

• FacebookやHPを活用した情報発信

を引き続き行い、アクセスを増やす。

• 今後もマスコミへの働きかけを継続

する。

成 果

今後に向けて

フェイスブックのページより



＜具体的方針＞

方針2.地域団体との交流・連携を促進する

①エコモー☆メンバー同士のつながりを深める！

②新たなメンバー登録を呼び掛ける！

③登録情報の活用を図る！



• 関係者用のメーリングリストを作成

し、活用を図った。

• エコモーcaféを定期的に開催した。

① エコモー☆メンバーやエコモー☆サポーターの交流を促進する！

• メーリングリストの登録者を増やすと

共に、メンバー相互の発信・交流を

促進する。

• エコモーcaféの取り組みを継続す

る。

成 果

今後に向けて

エコモーcaféのイベントチラシ



• メーリングリストやホームページを通

じて、新たな活動登録を呼び掛け

た。

② 新たなメンバー登録を呼び掛ける！

• エコモーDayなどの各種イベントで

活動登録ブースを設けて、新規活

動登録を呼び掛ける。

• 地域で活動している団体にサポー

ターが直接働きかけた方が良い。

成 果

今後に向けて

※サロベツ・エコモー・プロジェクト
ホームページより



• ホームページやフェイスブックで事前

に活動情報を紹介した。

• 活動登録シートを改訂し、ダウン

ロードできるようにした。

• 事前情報により、活動にサポーター

が参加したり、活動団体同士の交流

のきっかけとなった。

③ 登録情報の活用を図る！

• 交流状況やエコモー☆サポーターの

参加実績を把握する。

成 果

今後に向けて

※サロベツ・エコモー・プロジェクト
ホームページより



＜具体的方針＞

方針3.永続性のあるエコモーの仕組みを作る

①地域で主体的に活動できる人材を育成する！

②サポーター活動の見直し、効率的な活動を行う！



• 小学生は「なまら!!サロベツ∞クラ

ブ」、中学生は「総合学習」、高校生

や大学生は「サブレンジャー」や「ボラ

ンティア」として活動に参加できる機

会を設けた。

① 地域で主体的に活動できる人材を育成する！

• 学校とのつながりを深めたり、学生

が参加しやすい場を作るなど、今ま

で以上に参加者を増やしていくのが

良い。

成 果

今後に向けて

大学生サブレンジャーによるガイド

なまら!!サロベツ∞クラブ



• 年度当初に年間スケジュールをホー

ムページ等に掲載して周知した。

• エコモー☆パークとエコモーDayを

実行委員会形式で実施した。

• 年度途中に中間ふりかえりを行っ

た。

② サポーター活動の見直し、効率的な活動を行う！

• 年間予定をメーリングリストで流す。

• 実行委員会の裾野を広げた方が良

い。

成 果

今後に向けて

エコモーDay

ホッキ祭りでのPR活動



（４）エコモー☆サポーター活動のふりかえり



エコモー☆サポーター活動のふりかえり ①ホッキ祭り

館内でのクイズラリー

バター作り体験

成 果

・ 初の実行委員会形式で実施した。

・ 470名（前年は291名）の来場があり、家族

連れなど多世代の方にお越しいただけた。

・ ステージでのPRや、各企画の見直しを図り、

これまでより充実した内容になった。

とよとみくんステージPR

しめっちカルタ大会 ホッキ貝のクラフト体験

今後に向けて

・ 自然再生クイズラリーへの参加者が更に

増えるようにＰＲする。

・ 会場内のレイアウトや掲示物を工夫し、

一層分かりやすく伝えられるよう改善する。



エコモー☆サポーター活動のふりかえり ②サロベツ・エコモーDay

自然再生パネル展・クイズラリー

小学生による木道ガイド

成 果
・ 初の実行委員会形式で実施した。

・ 悪天候だったが、175名（前年は159名）の

来場があった。

・ 会場内スタンプラリー、アロマスプレー作り、

浚渫船ガイドツアー、ヨシのクラフト体験

など新企画を実施した。

・ 地元関係者の出店が初めて実現した。

自然再生講演会

浚渫船ガイドツアー 地元団体による出店

今後に向けて

・ より多くの集客を目指すため、開催時期や

時間延長について見直しを図る。

・ 自然再生クイズラリーについては、伝えたい

内容として妥当かどうか再検討する。

・ 酪農関係者や地域住民の参画を一層得る。



エコモー☆サポーター活動のふりかえり ③エコモー☆交流会

交流会全体の様子

成 果

・ 57名（前年は54名）の参加があった。

※ 内サポーター12名

・ ４団体からの発表があり、そのうち２団体は

酪農関係の発表で、バランスが良かった。

・ 報告会後はバター作り体験で交流すること

ができた。

活動発表の様子

活動紹介コーナー

今後に向けて

・ 当日の発表が無い登録団体や、行政関係者

にも参加してもらえるように声掛けをする。

・ 参加者同士の交流が更に促進されるよう内

容を工夫する。
懇親会の様子


